
ヒ
マ
ラ
ヤ
原
産
の

ダ
テ
科
の
植
物
。沖

縄
〜
本
州
南
部
の

海
辺
に
自
生
す
る

ツ
ル
ソ
バ
に
似
て
お
り
、草
姿
が
小
さ

い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

花
は
小
さ
な
花
が
球
状
に
集
ま
り
金

平
糖
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。開

花
直
後
は
ピ
ン
ク
色
、徐
々
に
色
が
抜

け
て
白
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

カ
タ
バ
ミ
科
の
植

物
で
、世
界
中
に

8
5
0
種
以
上
も

存
在
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。花

は
温
度
や
光
に
敏

感
で
、寒
い
時
や
天
気
の
悪
い
日
、夜

な
ど
は
閉
じ
て
い
ま
す
。葉
や
茎
に

は
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
、酸
味
が
あ
る
こ

と
か
ら
、ギ
リ
シ
ャ
語
の「
o
x
y
s

（
酸
っ
ぱ
い
）」が
名
前
の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。

花
だ
よ
り
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ツ
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花
言
葉
：
愛
ら
し
い
、気
が
き
く

2016年

新春号

【　
　
　
　
　

】 

花
言
葉
：
輝
く
心
、決
し
て
あ
な
た
を
捨
て
ま
せ
ん

オ
キ
ザ
リ
ス

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

太
陽
の
郷 

だ
よ
り

茅ヶ崎

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
茅
ヶ
崎
太
陽
の
郷
」
の

事
業
は
昨
年
11
月
16
日
に
株
式
会

社
南
湖
荘
よ
り
一
般
社
団
法
人
南

湖
荘
に
事
業
譲
渡
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
3
月
に
「
茅
ヶ
崎
太

陽
の
郷
」
の
創
始
者
髙
田
準
三
が
逝

去
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
髙
田
準

三
は
、
生
前
よ
り
こ
の
太
陽
の
郷
の

地
に
存
在
す
る
、
歴
史
環
境
、
自

然
環
境
、
社
会
環
境
を
残
す
こ
と

を
考
え
ら
れ
一
般
社
団
法
人
を
設

立
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
遺
志

を
継
ぎ
「
茅
ヶ
崎
太
陽
の
郷
」
の
諸

環
境
を
残
す
た
め
「
茅
ヶ
崎
太
陽

の
郷
」
の
事
業
も
株
式
会
社
南
湖

荘
か
ら
一
般
社
団
法
人
南
湖
荘
に

事
業
譲
渡
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
般
社
団
法
人
南
湖
荘
の
事

業
に
は
、
老
人
ホ
ー
ム
事
業
の
ほ
か

に
さ
ら
に
2
つ
の
事
業
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ひ
と
つ
は
髙
田
準
三
の
祖
父
医

師
髙
田
畊
安
が
明
治
32
年
に
当
地

に
設
立
し
、
昭
和
20
年
ま
で
存
続

し
た
東
洋
一
の
結
核
療
養
施
設
「
南

湖
院
」
の
医
療
・
社
会
福
祉
・
衛
生

に
関
す
る
公
益
な
功
績
、
社
会
・
文

化
・
歴
史
等
に
与
え
た
積
極
的
な

影
響
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
。
第

2
に
太
陽
の
郷
の
運
営
を
通
じ
て

茅
ヶ
崎
市
の
自
然
環
境
の
保
護
と

地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
災
機
能

を
整
備
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
も
っ
て

社
会
福
祉
、
健
康
、
医
療
の
発
展
及

び
自
然
環
境
保
護
と
防
災
に
相
当

の
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
結
果
一
般
社
団
法
人
南
湖

荘
は
、
老
人
ホ
ー
ム
事
業
を
通
じ

社
会
貢
献
、
歴
史
文
化
・
自
然
環
境

保
護
等
公
益
的
要
素
を
も
つ
法
人

と
な
り
ま
す
。

　
「
茅
ヶ
崎
太
陽
の
郷
」
も
運
営
組

織
が
変
わ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
が
従
来
と
変
わ
ら
ず
「
高

齢
者
に
と
っ
て
本
当
に
暮
ら
し
や

す
い
生
活
空
間
」
を
提
供
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

引
続
き
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
南
湖
荘

代
表
理
事 
後
藤 

元

謹賀新年

太陽の郷　6F窓より眺める富士山　2015年1月 ご入居者様撮影



お問い合わせ・見学のお申し込みは
住　　所 ： 茅ヶ崎市南湖7丁目12869
交　　通 ： JR茅ヶ崎駅南口よりバス停「仲町」下車徒歩約8分
事業主体 ： 一般社団法人 南湖荘TEL.0467-87-0819

住宅型有料
老人ホーム 茅ヶ崎 太陽の郷

ご昼食付見学会開催

※ご予約の上、お越しください　※シャトルバスのご利用が可能です
※上記日程以外のご見学もお気軽にお問合せください

1月25日　・27日　・30日　月 水 土

参加無料

太
陽
の
郷
で
は
ど
ん
な
介
護
が
受

け
ら
れ
る
？

　
　

太
陽
の
郷
は「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」で

す
の
で
、必
要
な
介
護
を
選
択
し
、ご
入
居
と
は
別

に
訪
問
介
護
事
業
所
と
契
約
を
結
ん
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。一
通
り
の
介
護
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
」と
比
べ
て
、ご
希
望
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
を
選
べ

る
点
が
、よ
り
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
っ
た
内
容
、

費
用
と
な
る
点
が
特
徴
で
す
。

　
　

太
陽
の
郷
に
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
介
護
事

業
所「
南
湖
サ
ー
ボ
」が
敷
地
内
に
あ
り
、居
宅
支

援
事
業
と
訪
問
介
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
2
名
、サ
ー
ビ
ス
担
当
責
任
者

（
介
護
福
祉
士
）3
名
、ヘ
ル
パ
ー
20
名（
登
録
制
）

の
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。太
陽
の
郷
の
ご
入

居
者
さ
ま
を
中
心
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
の
で
、顔
見
知
り
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
訪

問
す
る
こ
と
、ま
た
お
部
屋
に
伺
う
往
復
の
移
動

時
間
も
交
通
費
も
か
か
ら
ず
、安
心
面
、効
率
面

で
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
手
順
は
、

•「
南
湖
サ
ー
ボ
」の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、介
護

認
定
の
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

•
要
介
護
認
定
後
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
認
定
区
分

範
囲
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
必
要
ま
た
は
ご
希

望
の
サ
ー
ビ
ス
を
伺
い
、ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
す
。

•
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
従
い
、訪
問
介
護
、訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、通
所
介
護
、福
祉
用

具
貸
与
な
ど
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
で
賄
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、1
割
〜
2
割
の
自
己
負
担
額（
表
B
参
照
）

で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。そ
れ
を
超
え
る
サ
ー
ビ

ス
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す（
表
C
参
照
）。現
在

太
陽
の
郷
で
お
暮
し
の
約
10
名
の
方
が
、介
護
保

険
1
割
負
担
額
に
加
え
、毎
月
3
〜
5
万
円
の
お

支
払
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

※「
南
湖
サ
ー
ボ
」以
外
の
介
護
事
業
所
を
ご
利
用

さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

AA

誰
が
介
護
し
て
く
れ
る
？

手
続
き
は
ど
う
や
っ
て
？

Q
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は

要介護5（83-105歳）
要介護4（83-93歳）
要介護3（91-92歳）
要介護2（75-98歳）

要介護1（81-93歳）
要支援2（77-98歳）
要支援1（79-83歳）
自立（68-95歳）

要介護5
（7人）

要介護4（5人）
要介護3（2人）

要介護2
（6人）
要介護1
（12人）

要支援2
（10人）

要支援1
（10人）

自立
（50人）

太陽の郷ご入居者さまの介護認定区分

茅ヶ崎市における介護保険の
利用者負担額（1割負担の場
合の限度額）

ご入居者さま102名様中、52名様が認定を受けています。

介護保険を超える場合の
実費負担（おむつ、パッドなど
の介護用品を除く）

要支援1 5,233円

要支援2 10,954円

要介護1 17,459円

要介護2 20,518円

要介護3 28,169円

要介護4 32,223円

要介護5 37,723円

表A

表B

表C

昼間（8～18時） 
500円（15分）～2000円（60分）
  
夜間（18～22時） 
750円（15分）～3000円（60分）
  
深夜～早朝（22～6時）
 1000円（15分）～4000円（60分）  
15分以内の介護は回数により、
1回1000円、2回1600円、3回2200円

※上記数値は2015年12月現在

0120-710-728

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
、

お
一
人
お
ひ
と
り
が
望
ま
れ
る
介
護
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
施
設
の
数
や
種
類
が
増
え
て
、
自
分
に
は
ど
こ
が
合
っ
て
い
る
の
か
、

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
お
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。今
回
は
具
体
的
に
、
太
陽
の
郷
で
受
け
ら
れ
る

介
護
、
ま
た
現
在
太
陽
の
郷
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
介
護
認
定
状
況（
表
A
参
照
）や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。ご
参
考
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。


